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16
　国立がん研究センター希少がんセンターでは、ご寄付いただ
きました貴重なお志を希少がん医療の発展に生かすべく、
2021年「希少がんグラント」を創設いたしました。 希少がんグ
ラントでは、希少がんの診断および治療の進歩・発展に貢献
する独創的な基礎・臨床研究を医師・研究者などから広く募
集し、厳正な選考に基づいて、これまでに19の研究課題に研究
費を贈呈させていただきました。
　希少がんグラントの助成を受けて行われた研究成果をより
多くの方に知っていただくことを目的として、2024 年11月30
日（土）「国立がん研究センター希少がんグラント記念シンポジ
ウム」を開催いたしました。シンポジウムでは、患者会との連携・
協働のもと『つなげよう 未来への架け橋～研究・コミュニティ・
あなたの想い・私の想い～』を合言葉に、研究者と患者会代表
がペアを組んで研究成果を発表、最新の希少がんの医療・研究・
治療開発に関して研究者・患者などとの意見交換、最優秀賞（理
事長賞）・未来への架け橋賞（患者会賞）など8つの賞の選出・
表彰、「希少がんセンター10 年の軌跡」（開設から10年を振り
返る大型展示）、フォトスポット（来場記念）、LAVENDER 

RING ポスター展、患者会などブース・情報コーナー、おもて
なしコーナー（ドリンク・お菓子）など、患者会のアイディアを
取り入れた全てが新しい試みでした。
　当日は堀田 知光名誉総長、垣添 忠生名誉総長、松浦 成昭
大阪国際がんセンター総長、天野 慎介全国がん患者団体連
合会理事長をご来賓としてお迎え、患者・家族、医療など関係
者278名が参加、患者会などのブース24 団体、情報コーナー
70 団体にご協力いただきました。表彰式では、中釜 斉理事長
などプレゼンターから8 つの賞が研究者に授与されました。参
加者 98％から満足とご回答いただき、大盛況にて終了するこ
とができました。関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

「国立がん研究センター希少がん
グラント記念シンポジウム」開催

熱気に満ちあふれる会場で、患者会・研究者・来賓者などと集合写真

　2024年12月17日（火）に第11回 患者・家族との意見
交換会を開催しました。患者さんやご家族のお立場として
眞島 喜幸 様（NPO法人パンキャンジャパン 理事長）、村本 
高史 様（サッポロビール株式会社）、桜井 なおみ 様（一般
社団法人CSRプロジェクト 代表理事）、天野 慎介 様（一般
社団法人 全国がん患者団体連合会 理事長）にご参加いた
だき2 時間に及ぶ意見交換を行いました。国立がん研究セ
ンターからは日本発の創薬の推進に向けての研究の進捗
や、各部局の患者・市民参画の取り組みなどを紹介しまし
た。皆様からは、患者さんの語りや対話に基づく研究の推
進、中央病院と東病院の医療 DX 推進や診療環境の改善、
がん登録情報の活用などに関する幅広いご意見をいただき
ました。
　国立がん研究センターでは患者さんやご家族の声をお聞
きしながら、がん研究・医療を推進してまいります。

患者さんやご家族の声を
がん医療の未来に活かす取り組み
第11回 患者・家族との意見交換会開催

後列　左から河野がんゲノム情報管理センター長、瀬戸中央病院長、
中釡理事長、土井東病院長、間野研究所長、土原先端医療開発センター
長、須田理事長特任補佐
前列　左から栗原東病院看護部長、關本中央病院看護部長、村本様、
天野様、桜井様、眞島様、鈴木企画戦略局次長

過去の開催についてはこちらからご覧いただけます

15

希少がんセンターのウェブサイトはこちらからご覧いただけます
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　2024年10月5日（土）に、柏キャンパスにおいて、第15回オー
プンキャンパス並びに市民公開講座を開催しました。当日は、
あいにくの雨でしたが、来場者数は2023年度を大幅に上回り、
幅広い世代の方に足をお運びいただきました。誠にありがとう
ございました。
　例年、オープンキャンパス当日に、市民公開講座を開講してお
りますが、2024年度は柏キャンパスに研究部門が設置されて、
30年目を迎えるということで、「未来の医療を先取りしよう」
をテーマに、研究者と来場者の双方が「研究への患者・市民
参画（Patient and Public Involvement: PPI）」についての
理解を深め、これを促進することを目的とし、準備を進めました。
医学研究の世界を体験いただけるようなブースを東病院エント
ランスに出展すると共に、柏キャンパスで進めている研究開発
についての講演会、研究室の見学ツアーを行いました。いずれ
も盛況でした。また、質疑応答などを通じて、多くの来場者の
方と交流を持つことができ、大変有意義な経験となりました。
　研究部門からの企画に加え、陽子線治療施設の見学、調剤・

心臓マッサージ・臨床検査・身体機能検査の体験企画、病理検
査についてのレクチャー形式でのセミナー、栄養・食事に関す
る相談コーナー、小中学生を対象としたブラックジャックセミ
ナー（最新の医療機器を用いた手術体験）、メイクアップアドバ
イス・アピアランス（外見）ケアセミナー等、がん診療やケアに
係る企画を行いましたが、いずれも好評でした。
　多くの来場者の方に、アンケートにご回答いただきました。
アンケート結果や当日いただいたお声は、来年度以降のオープ
ンキャンパスの企画立案に反映させて、当センター並びにがん
医療やがん研究についての理解をさらに深めていただけるイベ
ントとしてまいります。

17 柏キャンパス「第15回オープンキャンパス・市民公開講座」開催

18
　若手研究者や学生の皆様に研究所の活動を知り、がん
研究への関心をさらに高めていただくことを目的とし2024
年 4月21日（日）に開催されました。2024年は現地参加型
を再開し、オンライン参加を組み合わせたハイブリッド形
式で行われました。総勢 91 名の学生・研究者・医師など
が参加され、大変盛り上がり若手研究者の熱気あふれるイ
ベントとなりました。
　前半では、間野 博行研究所長により、がん研究の最前
線を担う当研究所の活動や、世界に誇る研究設備について
紹介が行われました。その後、濱田哲暢基盤的臨床開発
研究コアセンター（FIOC）長より、FIOC が提供する研
究支援の詳細が説明されました。また、今まさに活躍中の
若手主任研究者たちによる研究内容の紹介も行われ、参加
者の皆様を魅了しました。後半現地参加者は、研究所ツアー
に参加し、バイオバンク、実験室、マウス実験施設、共通
機器室を見学した後、研究室訪問をしました。対面形式で
の研究相談や進路に関する活発な議論が行われ、交流が
深まりました。オンライン参加者は、バーチャル研究室訪

問を通じて、意見交換や質問が盛んに行われました。話し
合いは予定時間を大幅に超えるほど盛り上がり、参加者・
研究者ともに熱意が際立つ一日となりました。
　2024年度は連携大学院への志願者数も大幅に増加し、
このイベントが多くの未来のがん研究者にインスピレー
ションを与えたことがわかります。ご参加いただいた皆様
には、心より感謝申し上げます。次回は2025年4月 5日
（土）に開催予定でさらに充実した内容で皆様をお待ちし
ております。研究所オープンキャンパスのサイト（二次元
コード）から 2024 年度の開催レポートや次回開催につい
てのご案内をご覧いただけます。

研究所「若手研究者・医師・学生のための
オープンキャンパス 2024」開催

オープンキャンパス当日の様子

オープンキャンパスの情報はこちらからご覧いただけます

開催日時：2025 年 4月 5日（土）
開催方法：現地参加とWeb参加のハイブリッド形式
開催場所：国立がん研究センター研究所またはオンライン
対　　象：若手研究者・医師・学生
参  加  費：無料（事前登録が必要です。）
その他詳細は、決まり次第ウェブサイトに掲載してまいります。

次回開催決定！
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20 がん対策研究所
「オープンキャンパス 2024 」開催

がん対策研究所の研究・事業紹介の様子

オープンキャンパスの様子はこちらからご覧いただけます

　2024年6月30日（日）に「がん対策研究所　オープンキャ
ンパス 2024」が開催されました。がん対策に関わる社会医
学研究に興味のある若手研究者・学生に国立がん研究セン
ターがん対策研究所について知ってもらうことを目的とする
もので、2023年に続き2度目の開催です。築地キャンパスで
の対面会場に加えて、2024年度初めてオンライン会場を設
けたハイブリッド開催で、両会場合わせて40名以上の方々に
参加していただきました。
　中釜斉所長の開会の挨拶の後、井上副所長からは、がん
対策研究所の「すべての人が、健康と尊厳をもって暮らせる
社会を実現する」という理念、「社会と協働して、エビデン
スを創り、がん対策につなげ、すべての人に届ける」という
使命、それらの実現に向けて日々取り組んでいる研究・事
業について紹介がありました。がん対策研究所を紹介する動
画を上映した後、参加者が各ブースに分かれて、研究・事業
の内容を聞いたり、自身の進路の相談をしたりなど、自由
に懇談する時間となりました。

　参加者からは、「各部門で現在行っている研究の内容を具
体的に教えてもらうことができ、興味深かった」「志望の部
だけでなく、紹介動画を見て新たに興味がわいた研究部も
あり、好奇心への良い刺激となった」「自身の状況も踏まえ
ながら今後について助言してもらえて満足した」といった感
想が寄せられました。
　当日の動画は上記からご覧いただけます。次回は 2025
年 6月開催を予定しています。

19
　2017年から患者サポートセンターが主催してきた｢がん患者さん
のサポートと生活の工夫展｣を、「がんサポ 2024 ～ともに学ぼう・
ともに語ろう 未来をつくるアイデア展～」と銘打って2024年11月4
日（月・祝）に開催しました。これは前回の参加者のアンケートで「話
を聞いてほしい」「相談したい」「患者相互で話しがしたい」などの意
見が挙がり、生活の工夫だけでなく、本人あるいは家族が、がんに
罹患したことに対する全般的なサポートのニーズがあると判断した
ためです。また、第4期がん対策推進計画の一つの大きな柱として
「がんとの共生」があります。「共生」には個人レベルでの共生だけで
なく地域社会との共生という側面もあり、「ともに学び・ともに語ろ
う」というテーマにした次第です。
　このテーマを受けて実際のイベントとしては、患者同士、家族・
友人同士が自由に語れる場や様々な職種による相談室を企画しま
した。また、セミナーでは、乳房再建やがん治療関連で起こる皮膚
障害、がん治療と運動、がんとともに自分らしく生きることについて、
医師、理学療法士、MSW、看護師が講演をしました。患者教室では、
リンパ浮腫、アピアランス（外見）、痛み、食事、仕事、情報を得るこ
となど、患者さん・ご家族の困りごとに合わせたテーマを企画し、

展示では参加者がケアグッズに触れながら学ぶ機会となり好評でし
た。初めての企画として患者会や当院職員の活動について紹介し、
お楽しみ企画としてボディパーカッションや合唱で参加者と医療者
が一緒に体験して楽しさを分かち合う場ができました。
　参加者からは「たくさんの方と意見交換ができて良かった」「とて
も有益なものだった」「スタッフが患者に寄り添う気持ちを強く感じ
ることできた」などのご意見をいただき、参加スタッフにとっても
有意義なイベントとなりました。
　今後もがんとサポートをテーマに、より多くの方に参加いただけ
るようなイベントを企画していきたいと思います。

中央病院「がんサポ2024 ～ともに学ぼう・
ともに語ろう  未来をつくるアイデア展～」開催

研究所の大講堂で行われたお楽しみ企画の様子
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21
　がん情報ギフトプロジェクトは、科学的根拠に基づいた
がんの冊子を全国の公共図書館へ寄贈する「届けるを贈る」
と、資材を作成する「つくるを支える」の両輪で展開して
いる寄付事業です。本年度は、がん情報サービスとがん相
談支援センターを周知するために名刺大サイズのカードを
作成し、10万枚を全国に無償で配布することにしました。
　「がん情報サービス」と「がん相談支援センター」の周知は、

第4期がん対策推進基本計画の指標にもなっており、喫緊
の課題です。自治体、教育機関、図書館、患者会、医療機関等、
がん情報の普及にご協力いただける皆さまに、周知カード
配布にご協力くださいますようお願いいたします。
　配布にご協力いただける方はぜひ下記二次元コードより
お申し込みください。先着7万枚まで無料（送料負担なし）
でお送りいたします。

「がん情報サービス」「がん相談支援センター」周知カード配布
がん対策研究所 がん情報提供部 患者市民連携推進室長　八巻 知香子（やまき ちかこ）

〈表〉 〈裏〉

こちらから
お申し込みいただけます

就任者のご紹介22
2024 年 5月から 12月までの就任者をご紹介します。
※本紙にて個別に就任の挨拶などでご紹介させていただいた職員は省略しております。

通院治療センター長

本間 義崇（ほんま よしたか）

研究監査室長

田邉 純生（たなべ すみお）

支持・緩和医療開発部門長

松岡 弘道（まつおか ひろみち）

東病院中央病院

医療政策部長

間野 博行（まの ひろゆき）

がん登録センター長

松田 智大（まつだ ともひろ）

がん医療支援部長 /がん情報提供部長 /
がん政策評価研究部長

松岡 豊（まつおか ゆたか）

がん対策研究所
（左上）コンテンツ　　より

（右上）コンテンツ　　より

（左下）コンテンツ　　より
2024年9月11日に実施した記者会見の様
子 左から瀬戸中央病院長、間野研究所長

（右下）コンテンツ　　より
2024年11月4日に開催された「がんサポ
2024～ともに学ぼう・ともに語ろう　未来
をつくるアイデア展～」からお楽しみ企画
の様子
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19

第321号の
表紙について
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寄付募集の概要
　開設：2017年 5月8日
資金使途
　次世代外科・内視鏡治療開発センター（NEXT）に必要な施設整備、医療機器や研究、教育・研修に係る資金
お手続き
　国立がん研究センター東病院・NEXTへのご寄付はWEBサイト（右記の二次元コード）からお申し込みいただけます。
　クレジットカード、銀行振込でご寄付いただけます。
税制上の優遇措置 
　国立がん研究センターへのご寄付には、特定公益増進法人への寄付として、税制上の優遇措置があります。
ご寄付への感謝
　ご希望の場合、寄付者のお名前を当センター東病院設置の銘板に掲示させていただきます。また、院内設置の冊子「日々歩」にも掲載させてい
　ただきます。但し、ご芳名の銘板掲示につきましては寄付金額 10万円以上の方を対象とさせていただきます。

お問い合わせ先：国立がん研究センター東病院　事務部　寄付係　Eメール：kifu@east.ncc.go.jp
電話番号：04-7133-1111（内線 91460）受付時間：平日9時から16時

国立がん研究センター基金　インフォメーション

ご寄付のお願い

“次世代型治療の実現”で
がん患者さんに最先端の医療を届ける

　手術で使用する医療機器やトレーニングデバイスの開発に取
り組んでいます。開発した試作を模擬手術室で評価し、臨床へ
の応用を目指しています。患者さんがより良い手術を受けられ
る未来を実現するために邁進しています。

NEXTでは、
　 最先端の医療技術の提供・開発
　 新医療の迅速な臨床導入
　 次世代の医療人材育成
を推進し、がん治療の発展に貢
献しています。

国立がん研究センター東病院 副院長
伊藤 雅昭（いとう まさあき）

手術機器開発

　診断支援 AI、新しいイメージング技術、新規治療デバイスな
どの開発を行っています。患者さんの苦痛を軽減するデバイス
や若手医師向けのトレーニングモデルの開発も進め、多角的ア
プローチで より良い医療を提供できるよう研究開発を行ってい
ます。

内視鏡機器開発

　診断や治療を支援する AI の研究開発を行っています。AI を
構築するためには AI エンジニアや演算装置が必要です。寄付
金を人材の確保や機器の整備に使わせていただき、デジタルト
ランスフォーメーションに取り組んでいます。

AI・デジタル機器開発

　 

プロジェクト寄付（使途指定の寄付）　東病院NEXT（次世代外科・内視鏡治療開発センター）支援プロジェクト




